
四季彩のまち kamifurano　あなたに届けたい想いがある…

ちびっこスナイパー、見事命中！
　～「 2022カムカムしちゃいな祭」～

まちの台所事情　～令和3年度 上富良野町の決算を報告します～
町職員の給与と職員数の状況
町立病院改築工事が始まります
臨時福祉生活支援事業・高齢者世帯等生活支援事業給付金

こ う ほ う
２0２２ No.761
10

主な内容



広報かみふらの2022.10　2

令和３年度 上富良野町の決算を報告します

まちの台所事情

一般会計歳入

歳入
92億2,826万円

（1億323万円）
町民1人あたり905,797円国庫支出金 19億2，622万円　

(▲5億951万円　▲26.5%)

町債　5億793万円　
(1億2，363万円　24.3%)

その他交付金など 3億9，286万円　
(4，884万円　12.4%)

道支出金　6億3，470万円　
(▲28万円　0%)

地方譲与税
1億3，085万円　

(96万円　0.7%)

町税

税目 収入額
(前年比較)

町民税 5億3,893万円
(368万円)

固定資産税 3億7,10４万円
(▲62４万円)

軽自動車税 3,110万円
(122万円)

たばこ税 8,370万円
(808万円)

入湯税 605万円
(４0万円)

合計 10億3,082万円
(71４万円)

寄付金
目的 件数 金額

ラベンダーを核とした
まちづくりに 1 100万円

社会福祉事業推進に ４ 28万円

ラベンダーハイツ施設
整備に 1４ 72万円

図書館の図書購入に 1 1万円

公共施設の整備に 30 ４0４万円

ふるさと応援モニター 20,618 3億5,357万円

企業版ふるさと納税 8 880万円

泥流地帯映画化プロ
ジェクトに 16 ４7万円

防衛省関係補助金表1 表2 表3

総額3億9，825万円(2億7，261万円)
　町に駐屯地や演習場があることで
交付されています。上記の国庫支出
金に含まれています。
■障害防止事業

1億2,616万円(1億3,918万円)
　南部地区土砂流出対策
■民生安定施設整備事業

1億5,122万円(2,988万円)
　防災行政無線(デジタル化)整備など
■調整交付金事業

1億1,706万円(1億195万円)
　道路整備、運動公園整備など
■防音関連維持費

381万円(160万円)
　小学校維持、中学校維持など

(   )は前年比較

　一般会計の決算状況は、歳入(町に入ってきたお金)歳出(使ったお金)ともに、前年度から比べると増加しました。主な理
由は、新型コロナ感染症対策関連と地方交付税の追加交付によるものです。
　ふるさと納税制度を活用した「かみふらのふるさと応援モニター制度」を通じて多くの寄付をいただき、地域ブランド力
の向上と自主財源の確保に努めました。新型コロナ感染対策のほか、緊急経済対策、子育て世帯などへの支援、ICT教育環境
整備などの重点化を図るとともに、ポストコロナを見据えた各種施策を展開し、持続可能な地域づくりに努めました。

自主財源 ２5.9％
令和2年度24.0%
23億9，452万円

依存財源 74.1％
令和2年度76.0%
68億3，374万円

町税　10億3，082万円(表1)
(714万円　0.7%)

分担金及び負担金　859万円　
(143万円　16.6%)

諸収入　2億94万円　
(304万円　1.5%)

繰入金　2億786万円　
(▲2，619万円　▲12.6%)

繰越金　4億2，102万円　
(1億8，009万円　42.8%)

地方交付税　32億4，118万円　
(2億3，866万円　7.4%)

寄付金(表2)・財産収入
　3億8，213万円　

(3，737万円　9.8%)

使用料及び手数料　1億4，316万円　
(▲195万円　▲1.4%)

町税(10億3，082万円÷人口・世帯)
町民1人あたり　101，180円
1世帯あたり　　196，571円

※入湯税は観光振興と環境衛生施設
の整備へ充当

問合せ　総務課財政管理班　☎㊺6980
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　地方公共団体の財政の健全化に関する法律により
決算に基づき一般会計は「健全化判断比率(表４)」、
公営企業は「資金不足比率(P6)」を算定し、公表す
ることとなっています。
　令和3年度決算における各比率は、基準値を下回っ
ており健全段階にありますが、収入の約83％が経常
的な支出(人件費・扶助費・公債費など)に充てられ
ます。収入の約7４％が国や道から交付される依存財
源で賄われていることから、財政構造は依然として
厳しい状況です。今後も健全な財政運営に向けて努
力していきます。

表4

健全化
判断比率 令和3年度 令和2年度 判断基準

早期健全化 財政再生

実質赤字比率 ー
(10黒字)

ー
(9.5黒字) 15以上 20以上

連結実質赤字
比率

ー
(26.1黒字)

ー
(26.1黒字) 20以上 ４0以上

実質公債費
比率 7.2 6.5 25以上 35以上

将来負担比率 18.5 36.8 350以上 －

健全化判断比率の前年度比較と判断基準

単位：％

◎実質赤字比率
【一般会計赤字額÷

 町の財政規模】
　町の最も主要な会計
である一般会計の赤字
の割合。
　家庭で例えると、大黒
柱（一般会計）の財布の
状況で、年間収支の赤
字が1年間の収入に対し
て、どのくらいの割合か
を示します。

◎連結実質赤字比率
【全会計の赤字総額÷

町の財政規模】
　一般会計だけでなく、特別会計
や企業会計といった公営企業会計
を含む全会計の赤字総額の割合。
　大黒柱（一般会計）の子（公営
事業）が赤字を抱えている場合、大
黒柱が赤字でなくても、最終的に
責任を取らなければなりません。全
体の赤字が大黒柱の給料のどのく
らいの割合かを示すものです。

◎実質公債費比率
【1年間の借金返済額÷

             　　町の財政規模】
全会計（一般会計・特別会計・企業

会計）のローン返済に支出された額
の割合。
　大黒柱（一般会計）の1年間の収入
に対する1年間のローン返済額（全
会計）の割合で、返済額には大黒柱
自身のローンのほか、子（公営事
業）や親戚（広域連合など）のローン
の大黒柱負担分も含まれます。

◎将来負担比率
【(負債残高総額－積立金
等総額)÷町の財政規模】

家庭に例えると、1年間の
収入に対してローン総額が
どのくらいあるかの割合。
　子（公営事業）や親戚（広
域連合など）のローン負担
分も含まれますが、貯金（基
金）分は差し引いて考えま
す。

歳出決算額には、給与費が含まれています。
給与費合計8億2,953万円(▲2,383万円)
※議会議員や各種委員会委員の報酬、共済費など

は含まれていません

一般会計歳出 (   )は前年比較

議会費　8，177万円
うち給与費　2,４４6万円

(▲2万円　0%)

総務費　22億8，581万円
うち給与費　2億9,990万円

(▲3億5，705万円　▲15.6%)

民生費　20億5，650万円
うち給与費　1億1,70４万円
(3億6，239万円　17.6%)

衛生費　10億6，508万円
うち給与費　1億1,273万円
(1億5，094万円　14.2%)

農林業費　6億3，267万円
うち給与費　7,816万円

(▲7，638万円　▲12.1%)

商工費　3億5，371万円
うち給与費　2,892万円

(▲8，585万円　▲24.3%)

土木費　9億4，246万円
うち給与費　5,961万円

(6，047万円　6.4%)

教育費　4億9，868万円
うち給与費　1億871万円
(▲5，635万円　▲11.3%)

労働費　66万円
うち給与費　0円

(0万円　0%)

公積費　8億4，976万円
うち給与費　0万円
(6，494万円　7.6%)

歳出
87億6,710万円

（6,309万円）
町民1人あたり860,532円

健全化判断比率

まちの台所事情
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※第6次総合計画の6つの分野目標に基づきまとめました

�
日
の
出
公
園
駐
車
場
拡
張
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
千
441
万
円

日
の
出
公
園
利
用
者
の
利
便
性
向
上
の
た

め
、
駐
車
場
拡
張
整
備
を
実
施
。

�
防
災
行
政
無
線(
デ
ジ
タ
ル
化)

整
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
億
３
千
332
万
円

防
衛
省
の
補
助
を
活
用
し
、防
災
行
政
無

線
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
整
備(
令
和
４
年
度
ま

で
継
続)

。

�
行
政
集
約
電
波
塔
整
備
５
千
265
万
円

防
災
行
政
無
線
基
地
局
ア
ン
テ
ナ
更
新
に

合
わ
せ
、
各
種
行
政
用
ア
ン
テ
ナ
を
集
約
す

る
た
め
電
波
塔
を
整
備
。

�
町
立
病
院
建
替
基
本
設
計
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
千
286
万
円

町
立
病
院
の
基
本
設
計
業
務
の
ほ
か
、
設

計
・
施
工
一
括
方
式
（
デ
ザ
イ
ン
ビ
ル
ド
方

式
）
の
発
注
に
向
け
た
設
計
書
審
査
と
仕
様

作
成
等
支
援
業
務
を
発
注
。

�
保
育
体
制
強
化
事
業
補
助
　
　
239
万
円

�
熱
中
症
対
策
事
業
補
助
　
　
　
412
万
円

町
内
の
認
定
こ
ど
も
園
で
、
安
心
・
安
全

に
教
育
・
保
育
を
提
供
出
来
る
よ
う
、
各
種

事
業
を
補
助
。

�
林
業
担
い
手
育
成
支
援
　
　
　
800
万
円

町
内
の
林
業
事
業
体(

北
海
道
林
業
事
業

体
登
録
業
者)

と
林
業
従
事
者
へ
林
業
作
業

機
械
の
購
入
費
の
一
部
を
助
成
。

�
地
域
活
性
化
企
業
人
負
担
　
　
560
万
円

「
地
域
活
性
化
企
業
人
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

(

三
大
都
市
圏
所
在
企
業
の
社
員
受
け
入
れ

プ
ロ
グ
ラ
ム)

」を
活
用
し
、連
携
協
定
締
結

企
業
か
ら
社
員
を
受
け
入
れ
、映
画
化
の
円

滑
な
進
行
、民
間
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用

し
た
地
域
活
性
化
を
促
進
。

�
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
千
600
万
円

大
雨
被
害
の
防
止
・
抑
制
の
た
め
、
排

水
路
を
改
修
し
、

流
下
能
力
の
向
上

を
図
っ
た
ほ
か
、

地
域
住
民
の
安
全

な
暮
ら
し
の
た
め

「
東
中
た
め
池
」

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
作
成
。

�「
泥
流
地
帯
」映
画
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
千
52
万
円

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
Ｐ
Ｒ
の
ほ
か
、

「
泥
流
地
帯
」
映
画
化
を
進
め
る
会
を
中
心

と
し
た
機
運
醸
成
活
動
、
町
内
ロ
ケ
の
支
援

体
制
を
整
備
。

�
上
富
良
野
小
学
校
楽
器
整
備   

196
万
円

上
富
良
野
小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ン
ド
の
楽

器
を
更
新
。

�
西
小
学
校(

校
舎)

防
音
機
能
復
旧
事
業   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
299
万
円

校
舎
の
ボ
イ
ラ
ー
更
新
の
た
め
の
実
施
設

計
を
実
施
。

�
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
改
修  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
千
518
万
円

富
原
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
老
朽
化

が
著
し
い
１
面
を
人
工
芝
へ
改
修
。

�
小
型
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
更
新  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
千
91
万
円

冬
期
間
の
歩
道
除
雪
の
た
め
、
小
型
ロ
ー

タ
リ
ー
除
雪
車
を
更
新
。

�
南
部
地
区
土
砂
流
出
対
策  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
億
１
千
775
万
円

平
成
28
年
の
台
風
で
被
災
し
た
演
習
場
内

の
ベ
ベ
ル
イ
川
復
旧
工
事
、
演
習
場
整
備
・

運
用
に
伴
う
土
砂
流
出
防
止
を
実
施
。

�
ふ
る
さ
と
応
援
モ
ニ
タ
ー
事
業  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
億
７
千
807
万
円

ふ
る
さ
と
納
税
さ
れ
た
方
を
「
ふ
る
さ
と

応
援
モ
ニ
タ
ー
」
に
任
命
し
、
町
の
特
産
品

な
ど
を
贈
呈
。
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
じ
、
魅
力

あ
る
特
産
品
開
発
な
ど
に
活
用
。

�
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
　
　
115
万
円

自
主
的
な
活
動

を
し
て
い
る
町
民

活
動
団
体
に
、
補

助
金
を
交
付
。

�
定
住
移
住
ホ
ー
ム
ペー
ジ
更
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
256
万
円

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
情
報
発
信
な
ど
、

町
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
取
り
組
み
を
促
進
。

�
I
C
T
教
育
推
進
　
　
　
　
　
426
万
円

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現
に
向
け

た
I
C
T
教
育
環

境
整
備
の
た
め
、

上
富
良
野
小
学
校

と
西
小
学
校
の
普

通
教
室
に
大
型
提

示
装
置)

T
V
モ
ニ

タ
ー(

を
整
備
。

�
演
習
場
周
辺
農
業
用
施
設
設
置
助
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
千
813
万
円

Ｊ
Ａ
ふ
ら
の
「
農
業
用
施
設
整
備
事
業
」

に
対
し
、
町
が
防
衛
省
か
ら
の
補
助
を
受

け
、
Ｊ
Ａ
ふ
ら
の
へ
事
業
費
の
３
分
の
２
を

助
成
。

　
　
き
れ
い
で
安
全
・

　
　
　
　
　
安
心
な
生
活
環
境
の
ま
ち

　
　
み
ん
な
が
元
気
に
な
る

　
　
　
　
　
　
　
健
康
・
福
祉
の
ま
ち

　
　
活
力
と
交
流
あ
ふ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
産
業
の
ま
ち

　
　
未
来
を
拓
く
人
を
育
む

　
　
　
　
　
　
　
教
育
・
文
化
の
ま
ち

　
　
発
展
を
支
え
る
生
活
基
盤
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
整
っ
た
ま
ち

     

と
も
に
生
き
、
と
も
に
つ
く
る
ま
ち

まちの台所事情

令和３年度の主な事業
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●国の補正予算などにより拡充・新設された新型コロナウイルス感染症対策関連補助金額
歳入区分 名　　称 交付額(単位:千円)

国庫補助金

新型コロナウイルスワクチン接種事業＊ ４9,213
新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金 166,130
新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金＊ 157,971
保育対策総合支援事業 1,４00
子育て世帯生活支援特別給付金 5,000
子育て世帯等臨時特別支援事業補助 159,100
新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業＊ 35,3４8
予防接種事業事故発生調査＊ 90
臨時特別給付金(住民税非課税世帯等) 110,500
臨時特別給付金事務費補助 2,220
子ども・子育て支援交付金 2,216
学校保健特別対策事業補助 225
学校保健特別対策事業補助＊ 1,800

道補助金
介護サービス提供基盤等整備事業 1,856
北海道子ども・子育て支援交付金 2,216

合　　計 695,285
＊は、令和2年度から令和3年度へ繰り越されたものです

●新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金充当事業決算額　

事　業　名 事業費
(単位：千円)

財源内訳(単位:千円)
臨時交付金

その他
令和2年度 令和3年度

高度無線環境整備　※1 325,136 182,9４４ 1４2,192
新生児特別定額給付金 5,506 5,506
高齢者福祉施設感染症対策環境整備 1,000 1,000
障害福祉サービス事業所感染症対策環境整備 800 800
経営環境対応特別融資資金利子等補給 2,919 2,919
中小企業事業再構築支援 ４2,932 ４2,932
観光誘客促進支援 12,678 12,678
中小企業経営継続奨励助成 ４6,800 ４6,800
防疫手当 5,0４8 5,0４8
プレミアム商品券発行事業 32,500 32,500
温泉施設利用促進事業 ４,520 ４,520
感染症対策物品購入　※2 7,４00 7,４00
学校保健特別対策事業 ４55 225 230
子ども・子育て支援交付金 6,686 2,051 ４,635
保育対策総合事業費補助金 2,72４ 1,310 1,４1４
介護保険事業費補助 352 9４ 258
疾病予防対策事業費等補助金 1,213 287 926
新型コロナウイルス感染症セーフティネット強化交付金 300 60 2４0

合　　計 ４98,969 182,9４４ 166,130 1４9,895

※1　事業費は、令和2年度に支出している設計費を含む
※2　事業費は、翌年度繰越額の2,553千円を含む

まちの台所事情

令和３年度新型コロナウイルス感染症対策について
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町
に
は
６
つ
の
特
別
会
計
と
２
つ
の
企
業
会
計
が
あ
り
ま
す
。
水
道
事
業
会
計
の
赤
字
額
に
つ
い
て
は
、
過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
・
当
該

年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
で
補
て
ん
済
み
で
、
実
質
的
に
は
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

各
会
計
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金(

総
額
９
億
１
千
684
万
円)

に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
る
実
態
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
な
お
一
層
健
全
な

財
政
運
営
に
向
け
て
努
力
し
て
い
き
ま
す
。 

 
 

 
 

 
会計名 歳　入

(前年比較)
歳　出

(前年比較)
差引額

(前年比較)
歳入のうち

一般会計からの
繰入金

参　考

  

特
別
会
計

【
保
険
料
や
使
用
料
な
ど
の
収
入
で
特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
の
会
計
】

国民健康
保険

12億４,8４2万円
(▲４,318万円)

11億9,379万円
(▲1,230万円)

5,４63万円
(▲3,088万円)

1億3,096万円
(▲92万円)

年平均加入世帯数　1,４10世帯
年平均加入者数　　　　　2,310人
一人当たり診療費　282,710円

後期高齢者
医療

1億6,703万円
(2４1万円)

1億6,568万円
(279万円)

135万円
(▲38万円)

5,0４2万円
(115万円)

被保険者数1,892人
(令和４年3月31日現在)
一人当たり費用額　859,106円

介護保険 11億739万円
(3,895万円)

10億3,288万円
(1,877万円)

7,４51万円
(2,018万円)

1億8,0４2万円
(2,193万円)

第1号被保険者数　　　 3,395人
要介護認定者数(1号)　 509人
サービス1件当たり給付額

①居宅(介護給付)　39,576円
②居宅(予防給付)　10,661円
③地域密着　　　　　 282,135円
④施　設　　　　　　　　 259,908円

ラベンダー
ハイツ事業

3億４,４４４万円
(13４万円)

3億3,295万円
(▲222万円)

1,1４9万円
(356万円)

5,527万円
(▲331万円)

1日平均施設利用者数　４7.8人
1日平均短期入所利用者数　　　　　

　　４.5人
1日平均通所介護利用者数

16.2人

簡易水道
事業

8,310万円
(▲3,7４5万円)

7,533万円
(▲４,329万円)

777万円
(58４万円)

４,188万円
(▲78万円)

給水戸数・有収水量(料金収入
の対象となった水量)

　東中地区　186戸　４5,277㎥
　西部地区　11４戸　2４,４36㎥
　江花地区　　４2戸　11,162㎥

公共下水道
事業

４億3,225万円
(5,6４3万円)

４億2,925万円
(5,833万円)

300万円
(▲190万円)

1億6,550万円
(1,796万円)

水洗化率　　　91.0%
1㎥あたり使用料収入　176.9円
1㎥あたり汚水処理費　376.1円

特別会計
合計

33億8,263万円
(1,850万円)

32億2,988万円
(2,208万円)

1億5,275万円
(▲358万円)

6億2,４４5万円
(3,603万円)

  

企
業
会
計

【
独
立
採
算
を
原
則
と
す
る
会
計
】

病院事業 9億7,203万円
(8,210万円)

10億1,196万円
(3,20４万円)

▲3,993万円
(5,006万円)

2億8,7４9万円
(2,４67万円)

1日平均外来患者数　87.４人
1日平均入院患者数　４４.2人
　　内訳　　一般病床　17.9人　
　　　　　　　老健施設　26.3人

水道事業 3億1,819万円
(8,186万円)

3億４,708万円
(8,280万円)

▲2,889万円
(▲9４万円)

４90万円
(50万円)

給水人口　9,209人
1㎥あたり収益　　185円

1㎥あたりかかる費用　17４円

企業会計
合計

12億9,022万円
(1億6,396万円)

13億5,90４万円
(1億1,４8４万円)

▲6,882万円
(４,912万円)

2億9,239万円
(2,517万円)

※表中の数字は、1 万円未満を四捨五入しているため、端数整理により合計額が異なる場合があります

資
金
不
足
比
率

公共下水道事業 資金不足額なし
経
営
健
全
化
基
準

20％
簡易水道事業 資金不足額なし

病院事業 資金不足額なし

水道事業 資金不足額なし

※経営健全化基準の20％を超えると議会の議決を経て「経
営健全化計画」を策定し、実施状況を毎年度議会へ報告、
公表しなければなりません

まちの台所事情

◎資金不足比率
【資金の不足額÷事業の規模】

一般会計の実質赤字に当たる公営企業の資金
不足額が事業規模料金収入に対してどの程度あ
るかを示すもので、比率が高くなるほど資金不足の
解消が困難となります。
　公営企業は、必要な費用を料金収入で賄う独立
採算が原則。家庭で例えると、自立した子（公営事
業）でも、赤字や借金が増えると親(一般会計)は無
関係ではいられません。親に影響を及ぼさないよう
個 の々収支をチェックするための指標です。

特別会計・企業会計
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貯金額 (33億1,8４0万円÷人口・世帯)
町民1人あたり　325，716円
1 世 帯 あ た り　632，799円

町の貯金
基金

種　類 残　高
財政調整基金
※突発的な災害や緊急時に備えたり、年

度間の不均衡を調整するもの)
6億2,４４2万円

減債基金
※借金の返済の増加に備えるもの 2億5,555万円
特
定
目
的
基
金

【
特
定
の
目
的
の
た
め
に
積
み
立
て
る
も
の
】

公共施設整備基金 12億1,0４1万円
農業振興基金 1億7,293万円
十勝岳と共生するまちづく
り応援基金 3億４,692万円

国内外交流推進基金 5,789万円
地域福祉基金 1億8,273万円
児童生徒教育振興基金 5,852万円
ラベンダーの里ふるさと応
援基金 5,185万円
特定防衛施設周辺整備調整
交付金基金 1,001万円

森林環境譲与税基金 835万円

一般会計合計 29億7,958万円
(5億7,255万円)

国民健康保険財政調整基金 2億8,023万円
介護保険事業基金 5,22４万円
ラベンダーハイツ施設整備基金 635万円

特別会計合計 3億3,882万円
(8,503万円)

全会計合計 33億1,8４0万円
(6億5,758万円)

北海道備荒資金組合基金 2億1,887万円

区分 残高
一般会計 7４億2,802万円

特
別
会
計

簡易水道事業 ４億3,895万円

公共下水道事業 18億3,４77万円

ラベンダーハイツ事業 5４6万円
企
業
会
計

病院事業 5,802万円

水道事業 ４億9,5４2万円

合　　計 102億6,06４万円
(▲3億1,227万円)

町民1人世帯あたりを算出するときの基礎数値
【令和４年3月31日現在】

人口　10,188人      前年比　▲192人
世帯     5,2４４世帯  前年比　▲80世帯

　家計に例えると、町債は借金(ローン)、基金は貯金になり
ますが、個人のローンと少しだけ違う点があります。それは

「世代間の負担の公平性」です。
　例えば、公共施設は何十年も使用します。建設時の一時的
な資金不足の対応というだけではなく、この先施設を使用
する世代にも負担していただくために、ローンという形で返
済するのです。
　一方、貯金にあたる基金は、災害の多発など不測の事態や
公共施設の整備など将来のさまざまな財政負担に対応でき
るように蓄えておくものです。
　今後においても、貯金と借金のバランスを取りながら、健
全な財政運営に努めます。

貯金と借金

　町税をはじめとする各施設使用料やごみ処理手数料な
どの自主財源は、収入総額の４分の1しかなく、町の収入の
35.1％が国からの地方交付税で賄われています。
　地方交付税は国が収支の不足額を国税で補てんする制度
です。税収が上がらなければ配分額も少なくなり、収支不足
分の全額を補てんできません。そのため、少しでも多くの自
主財源を確保することが重要です。
　町税は納期限内納付の徹底により、現年度分の滞納を防
ぐとともに、収入の確保と税負担の公平性確保のため、滞納
者に対する滞納処分(財産の差し押さえ)を37件執行してい
ます。

自主財源の確保

収納率 現年度分 滞納繰越分 合 計

町税 99.４%
(98.４％)

56.8%
(8.9％)

98.5%
(97.7％)

国民健康
保険税

99.3%
(99.0％)

38.0%
(22.1％)

98.3%
(98.1％)

(　　)は前年度

◉道路や橋の整備などの投資的事業(13億3,396万円÷人口)
130，934円(23，901円)

◉借金の返済など(8億４,975万円÷人口)
78，664円(3，063円)

◉貯金の積立て(7億6,565万円÷人口)
75，152円(46，990円)

◉職員の給料や議員の報酬などの人件費(9億9,750万円÷人口)
97，909円(▲243円)

◉高齢者や障がい者などへの社会保障費(12億４,8４8万円÷人口)
122，544円(27，467円)

◉町立病院運営に対する助成(3億1,833万円÷人口)
31，246円(3，549円)

◉公共下水道事業に対する助成(1億6,550万円÷人口)
16，245円(2，150円)

町民１人あたりでみると (　　)は前年度比較

まちの台所事情

もうちょっと詳しく見てみよう！

借入残高 (102億6,06４万円÷人口・世帯)
町民1人あたり  1，007，130円
1 世 帯 あ た り 1，956，643円

(　　)は前年度比較

町の借金
町債 (　　)は前年度比較
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町
職
員
の
給
与
と

職
員
数
の
状
況

令
和
３
年
度
の
職
員
給
与
と
職
員
数
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

職員の平均給与・平均年齢・初任給など　　

人件費・給与費の状況

区　分 上富良野町 北海道

一般行政職
大学卒 182,200円 182,200円
高校卒 150,600円 150,600円

3職員初任給

5一般行政職の級別職員数など
区分 標準的な職務内容 職員数 構成比

1級 定型的な業務を行う職務
相当高度な知識又は経験を必要とする業務を行う職務 25人 22.7%

2級 高度の知識又は経験を必要とする業務を行う職務 11人 10.0%

3級
1 主査等の職務
2 主任等の職務
3 困難な業務を処理する主査等の職務
４ 困難な業務を処理する主任の職務

11人 10.0%

４級 1 主幹等の職務
2 特に困難な業務を処理する主査等の職務 28人 25.5%

5級 1 課長等の職務
2 困難な業務を処理する主幹等の職務 25人 22.7%

6級 困難な業務を処理する課長等の職務 10人 9.1%

区分 給料(報酬)月額 期末手当
退職手当

算定方式
(退職日の給料月額×支給割合×在職期間) 1期の手当額 支給時期

町長 750,000円
(令和3度支給実績)

４.0月分

20.50４月分 　15,378,000円
任期満了時副町長 612,000円 12.936月分 7,916,832円

教育長 576,000円 8.51４月分 ４,90４,06４円
議長 275,000円

(令和3度支給実績)
４.0月分副議長 209,000円

議員 179,000円

7特別職の報酬など

4職員給与・年齢
区分 上富良野町 北海道

平均給与月額 平均年齢 平均給与月額 平均年齢
一般行政職 3４3,19４円 39.9歳 363,666円 ４3.2歳

区分 上富良野町
平均給与月額 平均年齢

税務職 295,738円 32.3歳

福祉職 359,051円 ４5.2歳

医　師 1,198,733円 55.7歳

看護・保健職 390,761円 ４3.3歳

区分 経験年数
10~1４年

経験年数
15~19年

経験年数
20~2４年

一般行政職
大学卒 319,800円 375,608円 309,200円

高校卒 257,４62円 306,698円 383,18４円

6職員の経験年数別・学歴別平均給与月額

1人件費(一般会計決算)

10億3，382万円

2職員給与費(一般会計決算)

◎人件費に含むもの
・一般職、特別職の職員に対する給与
・議会議員や各種委員会委員の報酬
・共済費など(民間の社会保険料事業主負

担分に相当)

◎職員給与費に含むもの
・職員に毎月支給される給料
・各種手当退職手当を除く
◎一人あたり平均給与費
一般職108人+特別職3人=111人
※一般職には再任用職員1人含む
・563万円

歳

その他報酬・
　　共済費など
4億953万円(39.6％)

6億2，429万円

職員給与費
6億2，429万円(60.4％)

人件費
10億3，382万(11.7％)

出
87億6，710万円

期末勤勉手当
1億5，391万円(24.7％)

職員手当
6，816万円(10.9％)

給料
4億222万円(64.4％)
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職員の手当の状況

支給実績(令和3年度決算) 56,000円

支給職員一人当たり平均支給額
(令和3年度決算) ４,000円

職員全体に占める手当支給職員
の割合(令和3年度決算) 13.0%

◆手当の種類
　・滞納処分従事手当
　・防疫等作業手当

8特殊勤務手当

⓾時間外手当

年度 支給実績
支給職員

一人当たり
平均支給年額

令和3年度 1,４36万1千円 20万2千円

令和2年度 1,379万４千円 17万9千円

上富良野町 北海道 国
一人当たり平均支給額

(令和3年度)
一人当たり平均支給額

(令和2年度)
133万円 16４万8千円

(令和3年度支給割合) (令和2年度支給割合) (令和3年度支給割合)
期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当
2.４0月分 1.90月分 2.55月分 1.90月分 2.４0月分 1.90月分

(1.35月分) (0.90月分) (1.４5月分) (0.90月分) (1.35月分) (0.90月分)
(加算措置の状況) (加算措置の状況) (加算措置の状況)

職制上の段階、職務の級等
による加算措置

職制上の段階、職務の級等
による加算措置

職制上の段階、職務の級等
による加算措置

・役職加算　5~15% ・役職加算　5~20% ・役職加算　5~20%
・管理職加算　なし ・管理職加算　10~25% ・管理職加算　10~25%
※(　　)内は、再任用職員に係る支給割合
※北海道の令和3年度度数値が未公表のため、令和2年度の数値を使用

9期末手当・勤勉手当

手当名 内容及び支給単価 支給実績
(令和3年度)

支給職員一人当た
り平均支給年額
(令和3年度決算)

国の制度
との異同

扶養手当

配偶者　      　　　6,500円
扶養家族　         　6,500円
子　 　    　　　　10,000円
(16~22歳まで5,000円加算)

1,183万2千円 236,6４1円 同じ

住居手当 借家・借間 28,000円上限 99４万円 2４2,４29円 同じ

通勤手当
自動車など使用の場合、通勤
距離に応じて1㎞526円を乗
じて得た額。55,000円上限

10４万3千円 7４,４79円
異なる

自動車な
ど使用の
場合の額

管理職手当
課長職　   　　　４5,000円
(55歳を超える者 50,000円)
主幹職　　　　　　　　　　　35,000円

1,４99万円 ４5４,2４2円 異なる
支給額

寒冷地手当

世帯主の職員(扶養あり)　　
131,900円

世帯主の職員(扶養なし)　　
72,900円

その他の職員　 　　51,700円

95４万3千円 93,559円 同じ

⓫その他の手当

始期 終期 数値目標

第6次職員数
適正化計画 令和2年４月1日 令和7年3月31日

計画195人→192人
令和元年10月1日現在
の職員数を基に設定

⓭定員適正化計画

　　　　区分
　部門

職　員　数 対前年
増減数令和3年 令和2年

一
般
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議　会 3 3 ±0
総　務 29 30 －1
税　務 5 5 ±0
労　働 ― ― ―

農林水産 11 11 ±0
商　工 ４ ４ ±0
土　木 7 8 －1
民　生 2４ 23 1
衛　生 10 10 ±0
小　計 93 9４ －1

教育部門 1４ 1４ ±0
消防部門 ― ― ―
小　計 107 108 －1

公
営
企
業
会
計
部
門

病　院 ４8 ４9 －1
水　道 3 3 ±0
交　通 ― ― ―
下水道 3 3 ±0
その他 30 31 －1
小　計 8４ 86 －2

合　　計 191 19４ －3

⓬部門別職員数

町職員の給与と職員数の状況

職員数の状況
各年4月1日現在

定員適正化計画の数値目標

問合せ　総務課総務班　☎㊺6４00
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町
立
病
院
改
築
工
事
が

始
ま
り
ま
す

改
築
工
事
を
行
う
施
工
会
社
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
工
程
や
主
な
工
事
概
要
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
合
せ
町
立
病
院
施
設
整
備
室   

☎
㊺
３
１
７
１

設
計
・
施
工
を
一
括
し
て
発
注
す
る
こ
と

で
コ
ス
ト
削
減
や
工
期
の
厳
守
が
見
込
め
る

「
デ
ザ
イ
ン
ビ
ル
ド
方
式
」
に
よ
る
入
札
公

告
を
４
月
１
日
に
実
施
し
、
１
企
業
体
か
ら

の
応
募
を
受
付
け
ま
し
た
。

北
海
道
大
学
大
学
院
工
学
研
究
院
建
築
都

市
空
間
デ
ザ
イ
ン
部
門
の
森
傑
教
授
を
委
員

長
と
す
る
評
価
選
定
委
員
会
を
２
回
開
催

し
、
施
工
会
社
か
ら
の
「
Ｖ
Ｅ
提
案
」
と
価

格
な
ど
の
審
査
を
行
い
、
次
の
施
工
会
社
に

決
定
し
ま
し
た
。

※
「
Ｖ
Ｅ
提
案
」
と
は
、
工
事
費
を
変
え
ず
質

を
良
く
す
る
、
ま
た
は
工
事
費
を
下
げ
て
設

計
内
容
を
維
持
す
る
提
案
の
こ
と

◎
施
工
会
社

清
水
・
北
海
電
工
・
池
田
異
業
種
特
定
建

設
共
同
企
業
体(

代
表
企
業

清
水
建
設

株
式
会
社
北
海
道
支
店)

◎
工
種
ご
と
の
構
成

・
清
水
・
ア
ラ
タ
・
高
橋
建
築
企
業
体

・
北
海
電
工
・
田
中
電
気
設
備
企
業
体

・
令
和
４
年
度

　
　
実
施
設
計
業
務
の
ほ
か
、
子
ど
も
セ
ン

タ
ー
、
旧
医
師
住
宅
１
戸
の
解
体
と
外
構

撤
去
工
事
を
行
い
ま
す
。
工
事
で
発
生
す

る
騒
音
に
つ
い
て
は
、
防
音
囲
い
な
ど
の

対
策
を
講
じ
て
対
応
し
ま
す
。

・
令
和
５
年
度

　
　
現
病
院
の
地
盤
と
同
様
の
高
さ
に
す
る

造
成
工
事
を
行
い
ま
す
。
同
時
に
病
院
本

体
の
建
設
と
地
中
熱
工
事
も
行
う
た
め
、

大
型
機
械
の
出
入
り
が
多
く
な
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
ま
す
が
、
周
辺
道
路
に
警
備
員

を
配
置
し
、
十
分
な
安
全
対
策
を
講
じ
ま

す
。

・
令
和
６
年
度

　
　
病
院
本
体
の
建
設
、
電
気
設
備
工
事
や

給
排
水
な
ど
機
械
設
備
工
事
、
地
中
熱
工

事
、
内
装
仕
上
げ
を
行
い
ま
す
。
令
和
７

年
１
月
末
こ
ろ
に
建
物
の
工
事
が
終
了
。

電
気
・
空
調
機
器
な
ど
の
試
運
転
や
調
整

後
、
２
月
末
に
竣
工
・
引
き
渡
し
と
な

り
、
３
月
か
ら
医
療
機
器
の
搬
入
な
ど
を

行
い
ま
す
。

・
令
和
７
年
度

　
　
３
月
か
ら
引
き
続
き
、
引
っ
越
し
に
向

け
た
準
備
を
進
め
、
６
月
中
旬
に
新
病
院

を
開
院
し
ま
す
。
開
院
後
は
現
病
院
解
体

工
事
と
患
者
用
駐
車
場
整
備
の
工
事
を
実

施
し
ま
す
。

安
心
し
て
町
立
病
院
を
利
用
で
き
る
よ

う
、
十
分
な
安
全
対
策
を
行
い
ま
す
。
完
成

ま
で
約
３
年
間
、ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
後
、工
事
の
進
捗
状
況
な
ど
を
町
ホ
ー

ム
ペー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

・
池
田
・
西
塚
・
志
賀
機
械
設
備
企
業
体

◎
契
約
額

39
億
６
千
万
円(

実
施
設
計
費
、
建
設
・

解
体
・
外
構
工
事
費)

※
地
中
熱
な
ど
の
別
途
工
事
と
備
品
な
ど
は

含
ま
な
い

※上記工程は9月時点の工程であり、今後
の進捗状況により変更します

❖
施
工
会
社
が
決
定
し
ま
し
た

❖
工
事
概
要
に
つ
い
て

❖
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す

工事内容

令
和
４
年
度

8月9日

10～12月末
11月

契約締結
デザインビルド方式(設計・
施工一括)
契約後実施設計業務スター
ト

子どもセンター解体
旧医師住宅解体(1戸)

令
和
５
年
度

４月～
8月～

12～3月

造成工事
杭、基礎躯体工事

冬季休工(予定)
※地中熱工事は未定

令
和
６
年
度

４月～

10月～

2月
2月末
3月～

1階躯体工事
2階躯体工事
3階躯体工事
PH(塔屋)躯体工事
内外装工事
電気・機械設備など工事
試運転
引渡し
引っ越し(6月上旬まで)

令
和
７
年
度

6月中旬

開院後

　9月
10月
12月

開 院

現病院解体工事
外構工事
地上部分解体工事
基礎部分解体工事
工事完了
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冬
場
の
暖
房
利
用
を
ひ
か
え
、
高
騰
す
る

灯
油
価
格
や
ガ
ソ
リ
ン
価
格
が
家
計
に
与
え

る
影
響
が
大
き
い
、
低
所
得
世
帯
を
対
象
に

負
担
軽
減
の
た
め
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

対
象

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
含
む
世
帯

②
身
体
障
が
い
者
手
帳
１
～
３
級
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
が
い
る
世
帯

③
療
育
手
帳
か
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
が
い
る
世
帯

④
ひ
と
り
親
世
帯(

子
が
18
歳
未
満)

①
～
④
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

で
、
令
和
４
年
10
月
１
日
現
在
、
上
富
良
野

町
民
で
世
帯
全
員
が
、
令
和
４
年
度
の
町
民

税
が
非
課
税
の
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
、

令
和
３
年
の
世
帯
合
計
収
入
額
が
下
段
の
表

の
金
額
以
下
に
該
当
す
る
世
帯

対
象
外

生
活
保
護
世
帯
、
施
設
入
所
者
、
長
期
入

院
者(

３
か
月
以
上)

受
付
期
限

12
月
30
日(

金)

申
請
方
法

・
申
請
書

・
振
込
先
口
座
が
わ
か
る
も
の

※
申
請
に
は
印
鑑
、
収
入
金
額
の
わ
か
る
書

類(

年
金
振
込
み
通
知
書
な
ど)

が
必
要
。

世
帯
主
本
人
の
申
請
が
困
難
な
場
合
は
、

代
理
人
に
よ
る
申
請
も
可
能(

運
転
免
許
証

な
ど
代
理
人
の
確
認
が
で
き
る
書
類
を
ご

持
参
く
だ
さ
い)

高齢者世帯
65歳以上1人世帯 1,020,000円
65歳以上を含む2人以上の世帯 1,620,000円

障がい者
世帯

障がい者1人世帯 1,380,000円
障がい者を含む2人以上の世帯 1,950,000円

ひとり親
世帯

親と子1人の世帯 2,030,000円
親と子2人以上の世帯 2,5４0,000円

※世帯合計収入額には、遺族年金、障害年金、児童扶養手
当、特別児童扶養手当など、課税対象外のすべての収入
も含みます

非課税世帯
冬の生活支援
1世帯1万円

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価
格
や
物
価

高
騰
の
影
響
が
特
に
大
き
い
、
高
齢
者
世

帯
や
障
が
い
者
世
帯
の
う
ち
、
令
和
４
年

度
住
民
税
非
課
税
世
帯
を
対
象
に
給
付
金

を
支
給
を
し
ま
す
。

対
象

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
含
む
世
帯

②
身
体
障
が
い
者
手
帳
、
療
育
手
帳
か
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
が
い
る
世
帯

①
か
②
に
該
当
す
る
令
和
４
年
度
の
住

民
税
非
課
税
世
帯
で
、
町
税
な
ど
の
滞
納

が
な
く
、
世
帯
の
中
に
未
申
告
者
が
い
な

い
世
帯

対
象
外

①
か
②
に
当
て
は
ま
る
世
帯
の
う
ち
、

上
富
良
野
町
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対

す
る
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
等
特
別
給
付

金(
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
の
低
所
得
の
子

育
て
世
帯
分)

を
支
給
さ
れ
た
世
帯(

令
和

４
年
７
月
～
実
施)

申
請
方
法

対
象
世
帯
に
は
、
個
別
に
確
認
書
を
送

高
齢
者
世
帯
等

生
活
支
援
事
業
給
付
金

非課税世帯
高齢者世帯等

生活支援
1世帯

1万２千円

付
し
て
い
ま
す
。
届

い
た
書
類
の
内
容
を

確
認
し
、
返
送
し
て

く
だ
さ
い
。

※
令
和
４
年
１
月
２

日
以
降
に
転
入
さ
れ
た
世
帯
に
は
個
別

の
案
内
を
し
て
い
ま
せ
ん
。
申
請
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
保
健
福
祉
課
福
祉

対
策
班
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い

受
付
期
限

12
月
30
日(

金)

留
意
事
項

期
限
ま
で
に
申
請
が
な
か
っ
た
場
合

は
、
支
給
を
辞
退
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ

ま
す
。

令
和
４
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
さ
れ

た
方
が
申
請
す
る
場
合
、
前
住
所
地(

１

月
１
日
現
在)

の
課
税
証
明
書
な
ど
の
添

付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

臨
時
福
祉

生
活
支
援
事
業

申
込
み
・
問
合
せ
保
健
福
祉
課
福
祉
対
策
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
㊺
６
９
８
７

申
込
み
・
問
合
せ
保
健
福
祉
課
福
祉
対
策
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
㊺
６
９
８
７
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心
も
お
腹
も
満
足
し
た

カ
ム
カ
ム
し
ち
ゃ
い
な
祭

9/10

「やった～！」球が穴に入って大はしゃぎ！

２
０
２
２
カ
ム
カ
ム
し
ち
ゃ
い
な
祭(

同

実
行
委
員
会
主
催)

が
社
会
教
育
総
合
セ
ン

タ
ー
で
開
催
。
町
内
の
幼
児
と
小
学
生
117
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
１
～
３
部
ま
で
定
員

で
区
切
っ
て
実
施
。
３
年
ぶ
り
に
登
場
し
た

食
べ
物
の
出
店
は
、
持
ち
帰
り
限
定
に
し
て

感
染
症
対
策
を
徹
底
し
ま
し
た
。

ア
リ
ー
ナ
で
は
、
射
的
、
ス
マ
ー
ト
ボ
ー

ル
、
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
が
並
び
、
子
ど
も

た
ち
は
大
盛
り
上
が
り
。
楽
し
そ
う
な
声
が

体
育
館
中
に
響
き
ま
し
た
。

今
年
初
め
て
参
加
し
た
５
歳
の
男
の
子
は

「
一
番
楽
し
か
っ
た
の
は
ス
マ
ー
ト
ボ
ー

ル
！
来
年
も
友
達
と
参
加
し
た
い
」
と
笑

顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

上
富
良
野
消
費
者
協
会
が
、
町
内
の
大
型

ス
ー
パ
ー
と
銀
行
の
店
舗
前
で
街
頭
啓
発
を

実
施
し
ま
し
た
。

消
費
者
協
会
役
員
が
「
架
空
請
求
詐
欺
に

気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
チ
ラ
シ
と
ポ

ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
買
い
物
客
な
ど
に
約

114
部
配
布
し
ま
し
た
。

同
協
会
水
島
睦
子
会
長
は
「
詐
欺
被
害
は

決
し
て
他
人
事
で
は
な
い
。
い
つ
怪
し
い
電

話
、
訪
問
が
あ
っ
て
も
、
ま
ず
は
落
ち
着
い

て
家
族
や
警
察
に
相
談
し
て
」
と
注
意
を
促

し
ま
し
た
。

道
内
で
は
特
殊
詐
欺
被
害
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
現
金
を
送
る
、
手
渡
す
、
振
り
込
む

前
に
は
必
ず
家
族
や
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。

詐
欺
に
気
を
付
け
て
！

消
費
者
協
会
街
頭
啓
発

9/15

里
親
制
度
を
知
る

地
域
ネ
ッ
ト
研
修
会

9/21
町
民
同
士
が
気
軽
に
語
る

町
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

９/19

年齢も経験も関係なく、自由に語り合う里親制度などについて説明する今田菜海氏

フ
ァ
シ
リ
場(

持
安
弘
行
代
表)

主
催
の

「
町
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
が
、
か
み
ん
で

開
催
さ
れ
、
42
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
き
た
の
わ

の
宮
本
奏
代
表
を
招
き
、
テ
ー
マ
「
地
域
で

育
む
子
育
て
環
境
」
に
つ
い
て
、
自
由
に
語

り
合
い
ま
し
た
。

町
の
子
育
て
環
境
の
良
い
部
分
を
話
す
場

面
で
は
「
安
全
な
町
」
「
公
園
が
充
実
」

「
町
民
が
温
か
い
」
な
ど
が
発
言
さ
れ
ま
し

た
。
後
半
は
テ
ー
マ
別
に
話
し
合
い
、
子
育

て
か
ら
ネ
ッ
ト
環
境
ま
で
、
住
み
や
す
い
町

づ
く
り
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
意
見
交
換

し
ま
し
た
。
参
加
し
た
上
高
２
年
の
宇
野
綾

音
さ
ん
は
「
幅
広
い
考
え
を
共
有
で
き
、
大

変
勉
強
に
な
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

子
ど
も
を
守
る
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能

強
化
研
修
会
が
、
か
み
ん
で
開
催
さ
れ
、
43

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

児
童
養
護
施
設
旭
川
育
児
院
の
今
田
菜
海

里
親
支
援
専
門
相
談
員
が
「
い
ろ
い
ろ
な
家

族
の
カ
タ
チ
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。
里
親
制

度
や
現
状
、
里
親
登
録
の
流
れ
に
つ
い
て
、

施
設
職
員
の
経
験
の
ほ
か
、
養
育
里
親
登
録

を
行
っ
た
自
身
の
経
験
を
元
に
解
説
し
ま
し

た
。
今
田
氏
は
「
里
親
制
度
は
、
実
親
と
離

れ
て
暮
ら
す
子
ど
も
が
家
庭
環
境
を
経
験
で

き
る
場
」
と
話
し
ま
し
た
。

後
半
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
小
学
生
の
里

親
の
委
託
経
験
の
あ
る
寺
岡
祐
子
さ
ん
が
里

親
に
な
る
き
っ
か
け
、
里
親
委
託
経
験
で
感

じ
た
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。

声を掛けながら、啓発チラシを配る役員

広報かみふらの2022.10　⓬
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二
十
歳
の
集
い(

旧
成
人
式)

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
体
験
講
座

第
12
回
住
民
会
対
抗

フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
大
会

第
59
回
総
合
文
化
祭

今
年
は
、
会
場
を
社

会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

の
み
で
開
催
し
ま
す
。

文
化
と
芸
術
の
秋
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

■
総
合
展
示

・
児
童
生
徒
・
町
民
作
品
展

・
文
化
連
盟
作
品
展

■
特
別
展
示

・
後
藤
純
男
美
術
館
特
別
展
示

・
郷
土
館
特
別
展
示

総
合
文
化
祭
開
催
の
た
め
、
社
会

教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
と
武
道
館
は
、

次
の
期
間
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

▼
10
月
24
日(

月)

～
11
月
４
日(

金)

17
時
ま
で

第
59
回
総
合
文
化
祭
、二
十
歳
の
集

い
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
伴
い
、北
海
道
で「
緊
急
事
態
宣

言
」の
発
令
か
、町
で「
ま
ん
延
防
止
等

重
点
措
置
」が
適
用
さ
れ
た
場
合
は
中

止
と
な
り
ま
す
。

日
時10

月
29
日(

土)

～
11
月
２
日(

水)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
時
～
20
時

11
月
３
日(

木
・
祝)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
時
～
16
時

■
各
事
業

日
時

・
10
月
29
日(

土)

　
　
14
時
小
さ
な
音
楽
会

・
10
月
30
日(

日)

　
　
10
時
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
　
13
時
町
民
コ
ン
サ
ー
ト

・
11
月
３
日(

木
・
祝)

　
　
10
時

　
　
書
道
体
験
、
か
み
ふ
ら
の
軽
ト
ラ
市

　
　
10
時
30
分
芸
能
発
表

■
表
彰
式

日
時
11
月
３
日(

木
・
祝)

９
時

そ
の
他

・
イ
ベ
ン
ト
詳
細
は
、
10
月
25
日
発
行
の

「
広
報
か
み
ふ
ら
の
10
月
号
お
知
ら
せ

版
」
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い

い
し
ず
え
大
学
公
開
講
座

「
富
良
野
あ
さ
ひ
郷
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
」

コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
と
は
、
簡
単
な
計
算
、
し

り
と
り
な
ど
の
認
知
課

題
を
運
動
と
同
時
に
行

う
、
認
知
症
予
防
運
動

プ
ロ
グ
ラ
ム
。
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

講
師
富
良
野
あ
さ
ひ
郷
寿
光
園

幾
世
橋
尚
（
き
よ
は
し
ひ
さ
し)
氏

日
時
10
月
21
日(

金)

９
時
30
分

場
所
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

申
込
期
限
10
月
20
日(

木)

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
11
月
10
日
、
17
日
、
24
日
の
毎
週
木

曜
日

(

午
前
の
部)

９
時
30
分
～
11
時
30
分

(

午
後
の
部)

19
時
～
20
時
45
分

場
所
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
上
靴(

運
動
靴)

申
込
期
限
11
月
5
日(

土)

そ
の
他

・
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

・
当
日
の
参
加
も
で
き
ま
す

申
込
み
Ｆ
Ｄ
協
会
代
表
多
田
江
美
子

☎
０
９
０
‐
６
２
１
６
‐
３
１
７
０

フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
を
通
じ
、
親
睦
を
深

め
ま
せ
ん
か
。

日
時
11
月
19
日(

土)

8
時
30
分

場
所
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

参
加
料
１
チ
ー
ム
500
円

競
技
種
目
フ
ォ
ー
ス(

４
名
１
組)

チ
ー
ム
編
成

各
住
民
会
で
、
１
チ
ー
ム
６
人
以
内
で
編

成(
参
加
チ
ー
ム
数
の
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん)

申
込
期
限
11
月
４
日(

金)

申
込
み
各
住
民
会
の
地
域
ス
ポ
ー
ツ
推
進

員(

問
合
せ
は
教
育
振
興
課
ま
で)

民
法
改
正
に
よ
り
、
令
和
４
年
度
か
ら
成

年
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
成
人
式
を
「
二
十
歳
の
集
い
」

へ
名
称
変
更
し
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
20
歳
の

方
を
対
象
に
式
典
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
令
和
５
年
１
月
８
日(

日)

受
付
12
時
30
分

式
典
13
時
30
分
～
14
時
45
分(

予
定)

場
所
か
み
ん

対
象
平
成
14
年
４
月
２
日
～
平
成
15
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
方

※
町
内
在
住
の
対
象
者
に
は
、
12
月
に
は
が

き
で
ご
案
内
し
ま
す
。
町
外
に
お
住
ま
い

の
方
で
出
席
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
11
月

28
日(

月)

ま
で
に
電
話
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

そ
の
他

・
当
日
は
マ
ス
ク
着
用
の
う
え
、
ご
出
席
く

だ
さ
い
。
体
調
の
悪
い
方
は
出
席
を
ご
遠

慮
く
だ
さ
い

楽しく学ぼう
いつまでも！ 生 涯 学 習 報情 申込み・問合せ

　教育振興課社会教育班   ☎㊺ 5511



語り
ましょう

町
長
と
語
ろ
う
、
議
会
懇
談
会
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国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
と
き
は

◎
国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度

前
年
所
得
が
一
定
基
準
以
下
の
方

や
失
業
な
ど
で
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
場
合
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の

全
額
か
一
部
が
免
除
に
な
る
制
度
で

す
。

◎
免
除
の
区
分

①
全
額
免
除

納
付
月
額
０
円

年
金
受
給
額
へ
の
反
映
割
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
／
２

②
４
分
の
３
免
除

納
付
月
額
４
千
150
円

年
金
受
給
額
へ
の
反
映
割
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
／
８

③
半
額
免
除

納
付
月
額
８
千
300
円

年
金
受
給
額
へ
の
反
映
割
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
／
４

④
４
分
の
１
免
除

納
付
月
額
１
万
２
千
440
円

年
金
受
給
額
へ
の
反
映
割
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
／
８

・
手
続
き
に
必
要
な
も
の

個
人
番
号
が
分
か
る
も
の(

マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど)

※
失
業
が
理
由
の
場
合
は
、
失
業
し

て
い
る
方
の
「
雇
用
保
険
受
給
資
格

者
証
」
か
「
離
職
票
」

◎
納
付
猶
予
制
度

50
歳
未
満
の
方
で
本
人
や
配
偶
者

の
前
年
所
得
が
一
定
基
準
額
以
下
の

方
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
納
付
が

10
年
間
猶
予
さ
れ
ま
す
。

当
該
期
間
は
年
金
を
受
け
る
た
め

に
必
要
な
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す

が
、
追
納
し
な
い
場
合
は
年
金
受
給

額
に
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
手
続
き
に
必
要
な
も
の

免
除
制
度
の
持
参
品
と
同
じ

申
込
み
・
問
合
せ

旭
川
年
金
事
務
所

☎
０
１
６
６-

２
７-

１
６
１
１

町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

☎
㊺
６
９
８
５

�
出
張
年
金
相
談
所

相
談
は
事
前
予
約
制
で
す
。

日
時
11
月
８
日(

火)10
時
～
15
時
30
分

場
所
富
良
野
市
役
所

申
込
み
・
問
合
せ

旭
川
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

☎
０
１
６
６
‐
７
２
‐
５
０
０
４

団
体
、
グ
ル
ー
プ
で
随
時
申
込
み
で
き
ま
す

議
会
懇
談
会

自
由
な
テ
ー
マ
で
、
町
長
と
意
見
交
換
で
き
ま
す
。
町

内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
す
る
５
人
以
上
の
団
体
、
グ

ル
ー
プ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
方
法

開
催
し
た
い
テ
ー
マ
、
開
催
希
望
日
時
を
町
民
生
活
課

へ
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
な
ど
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。開

催
場
所
は
、
希
望
の
場
所
で
開
催
で
き
ま
す(

開
催

場
所
の
ご
用
意
も
で
き
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い)

。

◎
こ
れ
ま
で
の
開
催
実
績

・
令
和
２
年
度

か
み
ふ
子
育
て
ネ
ッ
ト
『
く
る
く
る
』

テ
ー
マ
「
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
」

・
令
和
３
年
度

Ｊ
Ａ
ふ
ら
の
青
年
部
上
富
良
野
支
部

テ
ー
マ
「
農
業
に
関
す
る
課
題
」

上
富
良
野
高
校
３
年
生

テ
ー
マ
「
地
域
探
究
提
言
発
表
会
」

・
令
和
４
年
度

上
富
良
野
高
校
３
年
生

テ
ー
マ
「
地
域
探
究
提
言
発
表
会
」

申
込
み
・
問
合
せ

町
民
生
活
課
自
治
推
進
班
☎
㊺
６
９
８
５

メ
ー
ル
は
こ
ち
ら
か
ら

町
長
と
意
見
交
換
し
て
み
ま
せ
ん
か

町
長
と
語
ろ
う

こ
れ
ま
で
開
催
さ
れ
て
き
た

議
会
懇
談
会
に
加
え
、
団
体
、

グ
ル
ー
プ
か
ら
、
お
申
込
み
い

た
だ
く
形
で
の
議
会
懇
談
会
が

開
催
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。町

内
在
住
の
５
人
以
上
の
方

で
構
成
さ
れ
た
団
体
、
グ
ル
ー

プ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

自
由
に
テ
ー
マ
と
場
所
を
決
め
て
、
議
員
と
話
し
合
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
町
民
の
代
表
で
あ
る
議
員
に
直
接
声
を

伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
申
込
方
法

申
込
書
を
議
会
事
務
局
ま
で
提
出
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
開
催
要
領
で
確
認
い
た
だ
く
か
、
お
気
軽
に
議

会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

議
会
事
務
局
☎
㊺
６
９
９
２

開
催
要
領
と
申
込
書
は
こ
ち
ら
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

→

今月の
年金
のお話
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募集
します

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

西
町
団
地
１
戸

今年度
最後

特
定
健
診
を
受
診
し
よ
う

特定健診、若年者健診、後期高齢者健診

セット健診 レディース健診

特定健診とがん検診が同時に受診できる！　

11月16日(水) 6：00~11：00
※30分単位の予約制

11月15日(火) 11月17日(木)

※４0歳以上は、健診と一緒に結核、肺がん検診、大
腸がん検診、前立腺がん検診が受けられます

　特定健診と胃・大腸・肺がん
検診のセット
・対象　30歳以上
・受付時間　　　6：00~9：30で、30

分単位の予約制

　特定健診と乳・胃・大腸・肺
がん検診のセット
・対象 ４0歳以上の女性
・受付時間　　　7：00~11：30で、

30分単位の予約制
※子宮がん検診は受付終了

※がん検診は対象年齢などが異なります。詳細は健康増進カレンダーで確認ください

ま
だ
受
け
て
い
な
い
方
は
健
診
で

体
の
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

対
象

・
特
定
健
診　
　

４0~

7４
歳
の
国
保
か
受
診
券
が
あ

る
国
保
以
外
の
保
険
の
被
扶
養
者

・
若
年
者
健
診
20~

39
歳

・
後
期
高
齢
者
健
診
75
歳
以
上
、

一
部
の
65
歳
以
上

※
当
日
は
受
付
時
間
の
厳
守
を
お
願

い
し
ま
す

会
場
か
み
ん

申
込
み
・
問
合
せ

保
健
福
祉
課
健
康
推
進
班　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
☎
㊺
６
９
８
７

　旭川信用金庫から、小説「泥流地
帯」映画化プロジェクトに役立ててほ
しいと、企業版ふるさと納税として
５００万円が寄付されました。
　斉藤繁町長から原田直彦理事長へ感
謝状が手渡されました。

感謝状を贈呈

申
込
期
間

10
月
11
日(

火)

～
2１
日(

金)

提
出
書
類

・
入
居
申
込
書

・
町
内
の
方
は
「
納
税
状
況
確
認
同

意
書
」
、
町
外
の
方
は
納
税
義
務

の
あ
る
方
全
員
の
「
完
納
証
明
書

(
納
税
義
務
を
有
す
る
市
町
村
税

な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と
を
証
明

す
る
書
類)
」

・
世
帯
全
員
の
令
和
３
年
分
の
所
得

が
分
か
る
も
の(
「
源
泉
徴
収
票｣

「
所
得
証
明
書｣
「
確
定
申
告
書

の
写
し｣

「
年
金
支
払
通
知
書
」

な
ど)

・
住
宅
困
窮
度
判
定
基
準
調
査
表

入
居
者
の
変
更

・
住
宅
困
窮
度
判
定
基
準
に
よ
り
選

考
し
ま
す(

同
点
の
場
合
は
抽
選)

・
判
定
基
準
の
確
認
の
た
め
、
現
在

の
住
居
に
伺
う
場
合
が
あ
り
ま
す

・
選
考
結
果
は
11
月
18
日(

金)

ま
で

に
申
込
者
全
員
に
通
知
し
ま
す

そ
の
他

・
住
宅
使
用
料
３
カ
月
分
の
敷
金
が

必
要
で
す

・
犬
や
猫
な
ど
は
飼
え
ま
せ
ん

申
込
み
・
問
合
せ
町
民
生
活
課
生

活
環
境
班　
　
☎
㊺
６
９
８
５

住宅使用料　上記の住宅使用料は月額です。収入や世帯構成により変動します。
入居の条件　次の①～⑥の条件を全て満たす方

①収入額が基準内　②住宅に困窮している　③町税を滞納していない　④申込者、入居者が暴力団員では
ない　⑤夫婦や親子、兄弟姉妹など同居する親族がいる(60歳以上などの要件を満たす場合は、単身での
入居が可能)　⑥団地内の美化清掃、除雪に努め、地域活動に参加できる

●簡易平屋

所在地 間取り 戸数 入居人数 住宅使用料 建築年度

西町3丁目2番19号 3LDK
(67.5㎡) 1戸 3人以上 12,500 円～ Ｓ57

・ＴＶアンテナ、照明器具、ガスコンロ、暖房器具、浴槽、風呂釜、温水設備、網戸な
どは入居者の設置になります
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福
祉

保
健

・
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯

・
障
が
い
や
身
体
が
弱
い
な
ど
が
理

由
に
自
力
で
除
雪
が
で
き
な
い
方

・
同
居
者
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で

あ
り
、
町
税
や
介
護
保
険
料
に
滞

納
が
な
い
こ
と

内
容
お
お
む
ね
15
㎝
以
上
の
積
雪

が
あ
っ
た
場
合
に
緊
急
時
の
通
路
と

し
て
必
要
な
範
囲(

車
庫
、
物
置
は

除
く)

を
除
雪
し
ま
す

除
雪
期
間

11
月
１
日
～
令
和
５
年
３
月
31
日

利
用
料
15
分
75
円

申
込
み
・
問
合
せ

保
健
福
祉
課
高
齢
者
支
援
班

　
　
　
　
　
　
　
☎
㊺
６
９
８
７

◆
除
雪
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

除
雪
サ
ー
ビ
ス
の
作
業
員
と
し
て

活
動
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

内
容
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
宅
の
除
雪

※
近
所
の
み
、
１
軒
の
み
、
複
数
人

で
１
軒
を
担
当
す
る
こ
と
も
可

賃
金
１
時
間
１
千
320
円

※
臨
時
的
に
上
富
良
野
町
高
齢
者
事

業
団
に
所
属
し
、
保
険
の
加
入
、

賃
金
の
支
払
い
を
行
い
ま
す

申
込
み
・
問
合
せ

社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
☎
㊺
３
５
０
５

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
（
Ｂ
Ａ
１
）
対
応

の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行

い
ま
す
。

対
象

①
３
回
目
を
５
月
20
日
ま
で
に
接
種

し
た
12
歳
以
上
の
方

※
個
別
案
内
送
付
し
て
い
ま
す

②
２
回
目
を
５
月
20
日
ま
で
に
接
種

し
た
12
歳
以
上
の
方

※
希
望
者
は
連
絡
く
だ
さ
い

接
種
日
10
月
20
日
～
31
日
、
11
月

27
日
、
12
月
18
日

予
約
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
電
話
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

※
受
付
日
時
の
詳
細
は
、
防
災
行
政

無
線
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
で
確
認
く

だ
さ
い

申
込
み
・
問
合
せ

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
専
用
電
話

　
　
　
　
　
　
　
☎
�
７
８
８
９

除
雪
サ
ー
ビ
ス
事
業

(

在
宅
福
祉
事
業)

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

除
雪
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
申
請
を
受

け
付
け
ま
す
。

対
象
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

募
集

人
事

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ

　
　
管
理
栄
養
士
︑
看
護
師

上
富
良
野
町
職
員
人
事

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ラ
ベ
ン

ダ
ー
ハ
イ
ツ
に
勤
務
す
る
正
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

◆
管
理
栄
養
士

採
用
予
定
人
数
１
人

受
験
資
格
管
理
栄
養
士
の
資
格
に

基
づ
く
業
務
経
験
が
あ
る
お
お
む

ね
50
歳
以
下
の
方

※
採
用
時
、
町
内
に
居
住
で
き
る
方

受
験
手
続

・
履
歴
書
（
市
販
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
の

も
の
。
顔
写
真
貼
付
）

・
管
理
栄
養
士
免
許
証
の
写
し

・
小
論
文
（
８
０
０
字
程
度
）

募
集
期
限
10
月
17
日(

月)

◆
看
護
師

採
用
予
定
人
数
１
人

受
験
資
格
看
護
師
の
資
格
に
基
づ

く
業
務
経
験
が
３
年
以
上
あ
る
59

歳
以
下
の
方

※
町
内
に
居
住
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
が
、
近
隣
市
町
村
在
住
の
場
合

は
要
相
談

受
験
手
続

・
履
歴
書
（
市
販
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
の

も
の
。
顔
写
真
貼
付
）

・
看
護
師
免
許
証
の
写
し

・
小
論
文
（
８
０
０
字
程
度
）

そ
の
他

・
申
込
み
が
あ
り
次
第
、
募
集
を
打

ち
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い

・
会
計
年
度
任
用
職
員
も
募
集
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
ラ
ベ
ン
ダ
ー

ハ
イ
ツ
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

申
込
み
・
問
合
せ

総
務
課
総
務
班

　
　
　
　
　
　
　
☎
㊺
６
４
０
０

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
☎
㊺
２
３
０
０

第2回みんなの読書会
気軽に参

加しませ
んか

第2回みんなの読書会第2回みんなの読書会第2回みんなの読書会第2回みんなの読書会

　三浦綾子さんの小説「泥流地帯」をみんなで音読し
ながら、疑問に思ったこと、感じたことを自由に楽しく語
り合いませんか？
　まだ読んでいない方も参加ＯＫ！
　小説を持っていない場合は、図書館
で用意しますので申込み時にお知らせ
ください。
日時　1０月12日（水）1９:００~21:００
場所　図書館ふれんど
申込み・問合せ　
ロケサポートかみふらの　☎０8０-2０81-8378
　　　　　　　　　　　　※SMSでの申込みも可

◎
退
職(

９
月
30
日
付)

佐
々
木
玄
典(

建
設
水
道
課
都
市

整
備
担
当
主
幹)

◎
異
動(

10
月
１
日
付)

・
建
設
水
道
課
長
兼
建
設
水
道
課
都

市
整
備
担
当
主
幹

菊
地
敏(

建
設
水
道
課
長)

問
合
せ
総
務
課
総
務
班

　
　
　
　
　
　
　
☎
㊺
６
４
０
０

information
お知らせ



島
津
公
園
の
伐
採
木
や
枯
葉
を
使

用
さ
れ
る
方
へ
お
渡
し
ま
す
。
公
園

管
理
人(

午
前
８
時
～
12
時)

か
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

建
設
水
道
課
都
市
整
備
担
当

　
　
　
　
　
　
　
☎
㊺
６
９
８
１

木
材
や
落
ち
葉
をお探

し
の
方
へ

⑰広報かみふらの 2022.10

家庭教育シリーズ　第339号

時間を大切に
東中小学校長　澤田克之　

　ここ上富良野の地も、秋の深まりを感じる季節となりまし
た。振り返ると早いもので、今年度も折り返しの時期となりまし
た。秋は気持ちも落ち着き、日常の生活や趣味に力を発揮で
きる良い季節だと思います。子供たちにとっても、来年度の入
学、進学に向けてじっくりと準備をしてほしいと思います。
　そこで、じっくり時間が使える時期だからこそ、日常の時間を
自己管理（タイム・マネジメント）し、大切に使う意識を持ってほ
しいです。「時は人を待たず」という言葉がありますが、私たち
はやるべきことを「後でしよう」と先送りしてしまうときがありま
す。そして、後になって「あの時やっていれば良かった」と後悔
するのです。また、無駄なことにダラダラと時間を費やしてし
まう時もあります。一息つくのは大事なことですが、ついつい
必要以上に時間を使ってしまい、それが習慣化してしまうので
す。昔も今も、時間をしっかり自己管理できない人は、決して周
りから信頼されません。人と会う約束の時間に遅れたり、大切
な会議の時間に間に合わなかったり・・・。何か都合ができて遅
れることはありますが、時間を守れない人は相手から見て、そ
の人の人間性や人格までもが疑われてしまいます。
　これからの社会がさらに発展し、人との新たなコミュニケー
ションの手段や世の中の仕組みが変わっても、時間の概念は
決して変わらないと思います。さまざまな人や物と関わり合い
ながら、幸せな人生を歩んでいくためにも、時間は切っても切
り離すことができないものです。「やるべき時間は精一杯頑張
る」「楽しい時間は大いに楽しむ」その時間のメリハリこそが
人の心を豊かにしていきます。
　次世代を担う子供たちのために、時間を大切に使うことを
親として大人として、しっかり教えていきたいものです。

そ
の
他

傷
病
手
当
金(

新
型
コ
ロ
ナ)

支
給
対
象
期
間
延
長

支
給
対
象
期
間
を
12
月
31
日
ま
で

延
長
し
ま
す
。

対
象
次
の
全
て
を
満
た
す
方

・
国
民
健
康
保
険
か
後
期
高
齢
者
医

療
の
被
保
険
者
で
、
給
与
が
支
給

さ
れ
て
い
る
方

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

感
染
し
た
方
、
感
染
が
疑
わ
れ
る

方
が
療
養
の
た
め
、
給
与
の
全
部

か
一
部
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合

※
申
請
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
合
せ
町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

　
　
　
　
　
　
　
☎
㊺
６
９
８
５

❖上富良野中卓球部
(写真左から)
山﨑聖

せいや
矢さん、

植田心
ここあ

愛さん、
吉田結

ゆいな
菜さん

2022年北海道卓球選手権
大会(カデットの部)

❖ピアノコンクール出場
(写真左から)
戸井 新

あらた
さん

廣瀬有
ゆうが

冴さん

第32回日本クラシック音
楽コンクール本選

 北海道内の事業場で働く全ての労働者（会
社員、パート、アルバイトなど働くすべて
の人）とその使用者に適用される北海道最
低賃金が改定されました。
◎問合せ
　厚生労働省、北海道労働局、労働基準監

督署（支署）

　全道大会へ出場する児童、生徒へ
教育委員会から報奨金を贈りました。

みんなチェック！　最低賃金

効力発生年月日　令和4年10月2日

北海道最低賃金 920円

information
お知らせ

青少年スポーツ大会参加報奨金 かみふっこ全道へ！



~
フ
ァ
イ
ヤ
ー
マ
ン
か
ら
炎
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
~

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い
て

就学前のお子さんを募集しています!!
　町民生活課自治推進班　☎㊺6985

応募は→
こちら

　翔音は、ブロックやおも
ちゃの電話で遊ぶのが好き。
陽翔は、おはようと言うと笑
顔を返してくれるようになり
ました。2人とも「ごめんね」
「ありがとう」が言える優し
さと精神的強さを持って育っ
てほしいです。　(天音さん)

♣惇さん・一紗さんの子♣
　初めて会う人にもニコニコ
笑顔をふりまく、活発な子。
テレビ番組や手遊び歌にあわ
せ手をパチパチ。体も揺らし
て元気いっぱい踊ってます。
周りの人まで幸せにするくら
い、明るく元気な女の子に
なってね♡  　(一紗さん)

三
みよし

好 明
め い か

椛ちゃん
(1歳0カ月)

問
合
せ
上
富
良
野
消
防
署

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
㊺
２
１
１
９　
　

８
月
10
日
号
で
お
知
ら
せ
し
た
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
作
動
試
験
の
結
果
の
対

処
方
法
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

　
　
　
確
認
し
ま
し
ょ
う
!!
②

広報かみふらの2022.10　⑱

平
ひらやま

山 翔
か の ん

音 ちゃん陽
は る と

翔 くん

　 (3歳1カ月)            (1歳1カ月)
♠翔太さん・天音さんの子♠

電
池
切
れ
の
と
き
は

◇
電
池
を
交
換

各
家
庭
で
設
置
し
て
い
る
警
報
器
の

取
扱
説
明
書
を
確
認
し
、
乾
電
池
か
専

用
電
池
に
交
換
し
ま

し
ょ
う
。

警
報
器
本
体
を
回

す
と
土
台
か
ら
外
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
電
池
交
換
後
は
必
ず

作
動
試
験
を
行
い
ま

し
ょ
う

◇
電
池
を
交
換
し
た
の
に
音
が
鳴
ら
な
い

電
池
の
交
換
方
法
に
誤
り
が
な
い
か

確
認
し
ま
し
ょ
う
。
交
換
方
法
が
正
し

く
て
も
音
が
鳴
ら
な
い
場
合
は
、
警
報

器
本
体
が
使
用
で
き
な
く
な
っ
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

◇
警
報
器
本
体
を
交
換

警
報
器
の
寿
命
は
お
お
む
ね
10
年
で

す
。
製
造
・
設
置
年
月
日
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

警報器
本体

土台
本体を
回す

秋
の
火
災
予
防
運
動

期
間
10
月
15
日（

土）

〜
31
日(

月）

全
国
統
一
防
火
標
語

「
お
出
か
け
は
マ
ス
ク

　
　
　
　
戸
締
り
火
の
用
心
」

期
間
中
、
街
頭
広
報
や
立
入
検
査
、
少

年
消
防
ク
ラ
ブ
防
火
教
室
な
ど
を
実
施
予

定
で
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問合せ　総務課基地調整・危機管理室　☎㊺6980

自
分
で
行
う
災
害
の
備
え

大
雨
・
台
風
対
策

台
風
や
大
雨
は
毎
年
大
き
な
災
害
を
も
た

ら
し
ま
す
。
危
険
が
近
づ
く
前
に
災
害
へ
の

備
え
を
も
う
一
度
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◎
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
確
認

自
宅
の
洪
水
浸
水
・

土
砂
災
害
の
可
能
性
な

ど
を
確
認
し
、
避
難
場

所
へ
の
安
全
な
避
難
経

路
と
危
険
箇
所
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◎
非
常
食
や
持
出
品
な
ど
を
準
備

　
　
非
常
食
に
は
、
レ
ト
ル
ト
食
品
や
缶
詰

な
ど
調
理
の
手
間
が
か
か
ら
な
い
も
の
を

選
び
ま
す
。
懐
中
電
灯
や

携
帯
ラ
ジ
オ
も
忘
れ
ず
に

用
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
天
気
予
報
や
気
象
状
況
の
確
認

　
　
台
風
シ
ー
ズ
ン
で
洪
水
な

ど
が
起
こ
り
や
す
い
時
期
に

は
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
ス

マ
ホ
、
新
聞
の
天
気
予
報
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
家
の
周
り
の
点
検
整
備

　
　
植
木
鉢
、
物
干
し
ざ
お
な
ど
、
風
に
吹

き
飛
ば
さ
れ
そ
う
な
物
が
あ
れ
ば
室
内
へ

移
動
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
家
の
そ
ば

に
あ
る
排
水
溝
な
ど
が
に
詰
ま
り
が
な
い

か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◇
何
年
前
の
警
報
器
か
わ
か
ら
な
い

本
体
の
側
面
や
内
側

に
設
置
年
月
日
、
製
造

年
月
日
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
記
載
場
所

は
、
製
品
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。

困
っ
た
と
き
は

専
門
知
識
を
持
っ
た
業
者(

お
近
く
の

電
器
店
な
ど
）
に
相
談
・
依
頼
し
、
万
が

一
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

※
価
格
は
、
業
者
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

相
談
の
際
に
ご
確
認
下
さ
い

ハザードマップ
はこちらから

うちの
元気印

▽
北
海
道
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド

　
　
　
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
２
０
２
２
開
催
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翌
日
は
北
海
道
大
学
の
岡
田
弘
名
誉
教
授

が
「
学
び
と
減
災
協
働
で
そ
な
え
る
大
地

の
変
動
～
火
山
の
ジ
オ
パ
ー
ク
で
考
え
る

～
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

講
演
後
も
、
こ
の

貴
重
な
機
会
を
逃
す

ま
い
と
参
加
者
か
ら

多
く
の
質
問
が
寄
せ

ら
れ
、
非
常
に
充
実

し
た
時
間
と
な
り
ま

し
た
。

▽
岩
石
教
室
・
昆
虫
教
室
開
催
！

８
月
７
～
８
日
、
小
学
生
を
対
象
に
し
た

夏
休
み
子
ど
も
地
域
探
求
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
講
師
に
は
、
北
海
道
教
育
大

学
の
佐
藤
鋭
一
准
教
授
、
奥
寺
繁
准
教
授
を

特
別
講
師
に
お
迎
え
し
、
身
近
な
石
や
虫
に

つ
い
て
探
り
ま
し
た
。

「
岩
石
教
室
」
で
は
、
自
分
た
ち
の
暮
ら

す
土
地
に
は
ど
の
よ
う
な
岩
石
が
転
が
っ
て

い
る
の
か
、
そ
れ
は
ど
こ
で
つ
く
ら
れ
、
ど

う
や
っ
て
運
ば
れ
て
き
た
の
か
を
テ
ー
マ
に

開
催
。
美
瑛
町
の
美
瑛
川
上
流
に
出
掛
け
、

そ
れ
ぞ
れ
気
に
な
る

石
を
探
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
大
雪
青
少

年
交
流
の
家
の
研
究

室
で
虫
眼
鏡
や
顕
微

鏡
で
標
本
な
ど
を
観

察
し
ま
し
た
。

「
昆
虫
教
室
」
で
は
、
よ
く
知
っ
て
い
る

つ
も
り
の
昆
虫
た
ち
は
、
ど
ん
な
種
類
に
分

類
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
進
化
を
遂

げ
て
き
た
の
か
な
ど
を
テ
ー
マ
に
行
い
ま
し

た
。
野
外
で
実
際
に
虫
を
捕
ま
え
、
美
瑛
町

の
郷
土
学
館
「
美
宙
」
の
実
習
室
で
、
昆
虫

を
詳
し
く
観
察
。
昆
虫
と
は
ど
ん
な
生
き
物

か
、
外
来
種
の
見
分
け
か
た
に
つ
い
て
も
学

び
ま
し
た
。

ど
ち
ら
の
イ
ベ
ン
ト
も
参
加
者
か
ら
「
楽

し
い
！
」
と
の
感
想
が
集
ま
り
、
日
ご
ろ
当

た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
事
柄
に
対
し
て
、

好
奇
心
・
探
究
心
を
持
っ
て
取
り
組
む
大
切

さ
を
知
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

１
泊
２
日
の
短

い
時
間
で
し
た
が
、
ジ
オ
ガ
イ
ド
が
企
画
し

た
全
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
無
事
に
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
専
門
家
の
指
導
の

下
、
幾
重
も
の
感
染
症
対
策
を
行
い
、
安
全

な
旅
の
提
案
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。
ジ
オ

ツ
ア
ー
は
今
後
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
続

け
、
ど
な
た
で
も
参
加
出
来
る
ツ
ア
ー
に
す

る
予
定
で
す
。
十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク
の
今
後

の
活
動
に
、
ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。プログラム終了後に

参加者全員で記念撮影

岩石標本を
実体顕微鏡で観察

※今月のジオ図書はお休みします

十勝岳ジオパーク推進協議会
上川郡美瑛町本町４丁目6番1号美瑛町役場3階 
☎0166‐76‐４00４　℻0166‐76‐４005

▼公式ホームページ
https://tokachidake-geopark.jp/

▽
北
海
道
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド

　
　
　
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
２
０
２
２
開
催

ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
は
、
日
本
ジ
オ
パ
ー

ク
認
定
前
と
合
わ
せ
て
７
年
目
に
な
り
ま
し

た
。
全
国
の
ジ
オ
パ
ー
ク
と
の
交
流
は
以
前

か
ら
行
っ
て
い
ま
す
が
、
北
海
道
内
の
ジ
オ

ガ
イ
ド
が
集
ま
り
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
行
う

研
修
会
が
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年

の
研
修
会
は
十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
今
回
は
そ
の
様
子
を
お
伝

え
し
ま
す
。

８
月
27
～
28
日
、
各
地
の
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ

イ
ド
や
関
係
者
60
名
が
参
加
し
、
国
立
大
雪

青
少
年
交
流
の
家
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク
か
ら
は
、
ガ
イ
ド
17

人
と
事
務
局
で
お
迎
え
し
て
、
ジ
オ
ツ
ア
ー

に
出
発
し
ま
し
た
。
ツ
ア
ー
は
参
加
者
の
趣

向
や
体
力
に
合
わ
せ
た
、
活
火
山
を
五
感
で

楽
し
む
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
十
勝
岳
の
麓
で
火

山
活
動
の
あ
し
あ
と
を
辿
る
コ
ー
ス
、
泥
流

今
昔
物
語
、
丘
め
ぐ
り
バ
ス
コ
ー
ス
の
４
つ

を
用
意
。
断
続
的
に
雨
が
降
る
な
か
、
ジ

オ
ガ
イ
ド
の
個
性
溢
れ
る
ツ
ア
ー
は
好
評
。

「
晴
れ
た
時
、
今
回
と
は
違
う
季
節
に
も
ぜ

ひ
来
た
い
」
と
い
う
声

も
い
た
だ
き
、
良
い
経

験
な
り
ま
し
た
。
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Domingo くらしの便利帳

● 人のうごき ●
(　) は前月比

令和4年9月30日現在
人口 10,177 人 （＋ 24）
男 5,184 人 （＋ 18）
女 4,993 人 （＋　6）

世帯 5,286 世帯 （＋ 20）

☆10月の上富良野の星空は… StellaNavigator11　©2019AstroArts inc. 

　10月20日午後8時の上富良野の星
空です。南の空を眺めると－3等の
木星が目立ちます。双眼鏡(7~8倍程
度)で覗くと、すぐそばに４個の衛星
(5等星程)を連れていることがわかります。イオ、カリスト、ガニメデ、エ
ウロパと名付けられたこの４大衛星は、イタリアのガリレオ・ガリレイが発
見したため、「ガリレオ衛星」と呼ばれ、衛星の公転スピードが速く、毎
日位置が変わっているのがわかります。また、1等星で光っている土星の衛
星「タイタン(8等)」も双眼鏡で確認できます。図面でわかるように、木星
や土星などすべての惑星は「黄道」上を移動するので、今後数年間、この2
個の惑星は南中高度が高くなっていくことが予想できます。ペガサス座と

３時 2３時 １9時

南東南東 南南西 西南西南東 南西南南東

いるか座

黄道

アンドロメダ座

うお座

くじら座

土星
木星

みずがめ座

ペガサス座

2022年10月20日午後8時30分　木星と４大衛星

木星

アンドロメダ座の下に、「うお座」がV字を斜めにしたように見えています。神話ではアフロディテとその子どもがエ
リダヌス川の畔を歩いていたところ、怪物テュポンが現れたため、2人ははぐれないようにひもでつなぎ、魚に姿を変え
て逃げたとされています。
　さて、宇宙の成り立ちの6回目。前回に引き続き「小惑星」のお話ですが実は、北海道抜きに語ることはできないもの
です。アマチュア天文家が個人の天体観測小屋(小天文台)で「衝」の位置(太陽と正反対の方向)を時間をおいて、複数
枚撮影します。他の星々を背景に移動している天体があれば小惑星の可能性があるため、精密に位置を調べ、軌道を計
算し、すでに発見済みの小惑星であるか否かを確認します。その作業量は膨大となるため、多くの場合、共同作業の形
で行われますが、北海道はチームワークがしっかりとられていると世界から高く評価されています。追跡し番号が確定
した場合、小惑星の発見者には命名の権利が与えられます。北海道に関係する小惑星の例として、「3720番　北海道」
「４58４番　阿寒」「9368番　枝幸」など多数あります。他にも、歴史上の人物名や各界で功績があった人物名、キャラ
クター名もあり、「12796番　仮面ライダー」「４6733番　アンパンマン」「31152番　大震災」などなど。会社名は付け
られませんが、自分のお気に入りのキャラクターを付けられるなんて素敵ですね。

たくさんのご寄付
ありがとうございました

町立病院へ
◎久保田和子さん
◎石田昭彦さん
社会福祉協議会へ
◎久保田和子さん
◎石田昭彦さん
◎竹内善治さん

町立病院へ
10万円
5万円

社会福祉協議会へ
10万円
3万円
5万円

おわび
令和４年９月1０日号1０ページ「寄付欄」
の掲載内容に誤りがありました。次の
とおり訂正しおわびいたします
【ラベンダーハイツへ】
　誤　田中のぶ子さん　
　正　栄町女性部　

　NPO法人東亜天文学会会員の犬上達也
さんを講師に、望遠鏡を使って皆既月食
や天王星食を観望します。
日時　11月8日(火)　19：00～21：00
場所 上富良野西小学校チャレンジ天文台
定員　12人(中学生以下は保護者同伴)
申込期限　11月４日(金)
申込み・問合せ
　教育振興課社会教育班　☎㊺5511

11月の天体観望会

夜空を夜空を見上げれば…見上げれば…
問合せ

教育振興課社会教育班　☎㊺5511




